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近
年
、
司
祭
や
修
道
者
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
特
に
「
世
界
召
命
祈
願
の
日
」
に
は
、

司
祭
、
修
道
者
へ
の
召
命
に
1
人
で
も
多
く
の
方
が

応
え
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。
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福
音
宣
教
は
私
た
ち
の
使
命
で
す
。「
世
界
広
報
の

日
」
は
広
報
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
広
報
を
通
し
て

社
会
と
人
々
に
ど
の
様
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
、
宣
教

に
つ
い
て
反
省
し
、
祈
り
、
献
金
を
捧
げ
る
日
で
す
。

教
区
の
皆
さ
ま
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
た
め
東
京
を
は
じ
め
と

す
る
７
都
府
県
を
対
象
に
4

月
7
日
、
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
た
の
に
応
じ
る
形

で
、
名
古
屋
教
区
で
は
4
月

９
〜
11
日
の
過
越
の
聖
な
る

三
日
間
の
典
礼
を
は
じ
め
、

12
日
の
復
活
の
主
日
以
降
の

主
日
と
平
日
の
す
べ
て
の
公

開
の
ミ
サ
が
中
止
と
さ
れ

た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
て
い
る
間
、
こ
の
状
態
は

つ
づ
く
見
込
み
。

　
松
浦
司
教
か
ら
各
小
教
区

あ
て
に
出
さ
れ
る
こ
れ
ら
の

指
示
は
も
っ
ぱ
ら
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
よ
る
。
4
月
号
で
は
2

面
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
（
4
）」（
３
月
16
日

付
）
を
紹
介
し
た
が
、
そ
の

後
、「
対
策
（
5
）」（
３
月

21
日
付
）か
ら
「
対
策
（
8
）」

（
４
月
６
日
付
）、さ
ら
に
「
新

コ
ロ
ナ
関
連
の
お
知
ら
せ
」

（
４
月
９
日
付
）
ま
で
出
さ

れ
て
い
る（
４
月
21
日
現
在
）。

こ
の
間
、
状
況
の
変
化
に
合

わ
せ
て
対
応
が
厳
し
さ
を
増

し
て
現
状
に
至
っ
て
い
る
。

　
以
下
、
本
紙
印
刷
前
で
の

最
新
の
お
知
ら
せ
と
な
る

「
対
策
（
8
）」
と
「
新
コ
ロ

ナ
関
連
の
お
知
ら
せ
」
の
内

容
を
整
理
し
て
お
伝
え
す
る
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
（
8
）」（
要
旨
）

１ 

．
日
本
で
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
て
い
る
期
間

中
は
、
そ
の
適
用
範
囲

が
ど
こ
で
あ
れ
、
主
日
、

平
日
す
べ
て
の
公
開
ミ

サ
を
中
止
と
す
る
。

＊ 

司
祭
は
必
要
に
応
じ
て
信

徒
が
秘
跡
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
配
慮
す
る
。

＊ 

必
要
と
思
わ
れ
る
ミ
サ
、

葬
儀
、
結
婚
式
な
ど
は

慎
重
に
行
う
こ
と
。

＊ 

各
小
教
区
で
は
、
教
会
に

集
ま
れ
な
く
て
も
、
心

を
一
つ
に
祈
り
、
共
に

歩
ん
で
い
る
と
感
じ
ら

れ
る
よ
う
配
慮
を
す
る
。

特
に
、
教
会
に
来
ら
れ

な
い
高
齢
者
や
病
者
が

孤
独
の
中
に
置
か
れ
な

い
よ
う
に
。

２ 

．
聖
な
る
過
越
の
三
日

間
、
復
活
の
主
日
の
ミ

サ
も
中
止
。
司
祭
は
今

年
に
限
り
、
会
衆
の
い

な
い
共
同
司
式
ミ
サ
を

ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
バ

チ
カ
ン
秘
跡
省
教
令
）。

＊ 

聖
な
る
三
日
間
と
復
活

の
主
日
、
富
山
教
会
で

司
教
と
富
山
教
会
司
祭

団
が
共
同
司
式
す
る
典

礼
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

Y
ouT
ube

で
ラ
イ
ブ
配

信
す
る
。

＊ 

こ
れ
ら
は
録
画
で
も
見

ら
れ
る
が
、
で
き
れ
ば

同
時
刻
に
ラ
イ
ブ
で
心

を
合
わ
せ
て
み
る
よ
う
、

バ
チ
カ
ン
か
ら
も
勧
め

ら
れ
て
い
る
。

３ 

．
４
月
８
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
聖
香
油
ミ
サ
お

よ
び
金
銀
祝
は
延
期
。

＊ 

日
程
は
状
況
を
見
て
後
日

発
表
。

「
新
コ
ロ
ナ
関
連
の
お
知
ら

せ
」（
要
旨
）

１ 

．「
対
策
（
８
）」
に
つ
い

て
の
確
認

① 
日
本
で
緊
急
事
態
宣
言
が

出
て
い
る
限
り
「
適
用

範
囲
が
ど
こ
で
あ
っ
て

も
」、
５
月
６
日
ま
で
は

す
べ
て
の
公
開
ミ
サ
は

中
止
と
す
る
。
そ
の
後

に
つ
い
て
は
４
月
下
旬

に
伝
え
る
。

② 

司
祭
の
司
牧
的
配
慮
に
つ

い
て
。
個
人
的
な
ゆ
る

し
の
秘
跡
、
聖
体
拝
領
、

臨
終
や
重
篤
な
病
気
の

際
に
は
、
医
療
関
係
者
の

指
示
に
従
う
こ
と
を
前
提

に
、
司
祭
は
で
き
る
だ
け

信
徒
の
要
望
に
応
え
る
。

た
だ
し
、
主
日
の
一
定
時

間
の
聖
体
拝
領
は
い
っ
た

ん
中
止
と
す
る
。

２ 

．
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
文

書
（
名
古
屋
教
区
Ｈ
Ｐ

参
照
）
に
つ
い
て

① 

典
礼
秘
跡
省
教
令
「
感
染

症
の
世
界
的
流
行
の
時

節
に
お
け
る
ミ
サ
に
つ

い
て
」
お
よ
び
ミ
サ
式

次
第
の
活
用
を
。

② 

司
教
協
議
会
会
長
談
話
が

発
表
さ
れ
た
（
２
面
に

掲
載
）。「
感
染
症
に
苦

し
む
世
界
の
た
め
の
祈

り
」
を
信
徒
に
も
伝
え

る
。

３ 

．
聖
金
曜
日
に
行
う
「
聖

地
の
た
め
の
献
金
」
は

２
０
２
０
年
９
月
13
日

（
日
）
に
延
期
す
る
。
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
認
可

に
よ
る
。

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
3

月
29
日
四
旬
節
第
５
主
日
の

正
午
「
お
告
げ
の
祈
り
」
の

際
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
危
機
的
状
況
に

あ
る
世
界
に
向
け
て
、
あ
ら

ゆ
る
武
力
紛
争
の
全
面
的
即

時
停
止
と
、
と
く
に
弱
い
立

場
の
人
々
を
念
頭
に
人
道
支

援
に
連
帯
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
、
次
の
よ
う
に
呼
び
か

け
た
。・・

・
・
・
・
・

親
愛
な
る

　
　
兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん

　
数
日
前
、
国
連
事
務
総
長

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（CO
V
ID
-19

）
の
際
限
の

な
い
感
染
拡
大
に
よ
る
現
在

の
危
機
的
状
態
を
受
け
て
、

「
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で

の
即
時
停
戦
」
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
面
的

な
停
戦
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル

で
す
。

　
わ
た
し
は
、
こ
の
ア
ピ
ー

ル
に
応
え
る
人
に
心
を
合
わ

せ
ま
す
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
武
力
紛
争
を
や
め
、
人
道

支
援
ル
ー
ト
の
確
保
を
円
滑

化
し
、
外
交
努
力
を
強
め
、

も
っ
と
も
弱
い
立
場
に
あ
る

人
々
の
状
況
に
目
を
向
け
る

よ
う
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
ま

す
。

　
こ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
共

に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
よ

り
、
皆
さ
ん
が
、
一
つ
の
人

間
家
族
の
一
員
と
し
て
兄
弟

姉
妹
の
き
ず
な
を
強
め
る
よ

う
自
分
た
ち
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
よ

う
に
。
特
に
、
紛
争
当
事
国

や
他
の
関
係
組
織
の
指
導
者

の
間
で
、
対
立
を
克
服
す
る

た
め
の
新
た
な
取
り
組
み
が

始
ま
り
ま
す
よ
う
に
。
争
い

は
戦
争
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
敵

意
と
対
立
は
、
対
話
と
建
設

的
な
平
和
へ
の
歩
み
を
通
し

て
克
服
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
今
こ
の
と
き
に
、
わ
た
し

は
介
護
施
設
や
一
時
収
容
施

設
な
ど
で
集
団
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
感
染
リ
ス
ク
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の

人
に
、
と
り
わ
け
思
い
を
寄

せ
ま
す
。
拘
留
さ
れ
て
い
る

人
々
に
つ
い
て
特
に
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
日

読
ん
だ
、
国
連
人
権
理
事
会

の
公
式
発
表
に
よ
る
と
、
過

密
状
態
に
あ
る
収
容
所
で
は

悲
劇
が
起
こ
り
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
重
大
な
問
題
に
鋭

敏
に
対
処
し
、
悲
劇
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
措

置
を
と
る
よ
う
各
国
政
府
に

求
め
ま
す
。

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

Ｈ
Ｐ
よ
り
）

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
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第
148
回
名
古
屋
教
区
司
祭

評
議
会
が
2
月
27
日
に
行
わ

れ
、
12
月
12
日
に
開
か
れ
た

臨
時
司
教
総
会
に
つ
い
て
松

浦
司
教
か
ら
報
告
が
あ
っ
た

ほ
か
、
７
件
の
審
議
が
行
わ

れ
た
。

　
【
審
議
事
項
】
①
信
徒
の

聖
体
奉
仕
者
に
関
し
て
２
０

０
６
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

確
認
。
②
新
司
祭
・
転
入
司

祭
対
象
の
研
修
会
を
6
月
4

日
、
カ
ノ
ッ
サ
修
道
会
養
成

の
家
（
名
古
屋
市
東
区
）
で

実
施
。
③
「
小
教
区
宣
教
司

牧
評
議
会
規
約
作
成
の
た

め
の
指
針
」
に
つ
い
て
検

討
。
司
教
か
ら
送
付
す
る
こ

と
を
確
認
。
④
司
祭
評
議
会

新
議
長
に
平
田
豊
彦
神
父
を

確
認
。
常
任
委
員
補
欠
選
挙

で
イ
ン
セ
ン
神
父
を
選
出
。

常
任
委
員
は
松
浦
司
教
の
ほ

か
、平
田（
豊
）、平
田（
政
）、

早
川
、
プ
リ
ヨ
、
イ
ン
セ
ン

の
計
６
名
（
敬
称
略
）。
⑤

名
古
屋
教
区
「
性
虐
待
、
性

暴
力
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

決
意
表
明
」
発
表
を
決
議
。

⑥
外
国
人
の
集
ま
り
を
「
○

○
（
人
）
共
同
体
」
で
は
な

く
「
○
○
（
人
）グ
ル
ー
プ
」

と
呼
称
す
る
こ
と
を
確
認
。

⑦
名
古
屋
教
区
創
設
100
周
年

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
取
り
組
み

を
審
議
。
6
月
の
司
祭
評
か

ら
具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

　
【
司
教
総
会
の
報
告
か
ら
】

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

　
高
山
右
近
の
列
聖
担
当
が

東
京
管
区
か
ら
大
阪
教
区
に

移
行
し
た
▼
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
教

皇
庁
教
育
省
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
神
は
人
を
男
と
女
に
創

造
さ
れ
た
〜
教
育
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
課
題
に
関

す
る
対
話
の
道
に
向
か
っ

て
〜
」（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
Ｈ
Ｐ2020/02/27

）

が
出
さ
れ
た
▼
日
本
司
教
団

は
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守

る
た
め
の
月
間
」
設
定
す

る
。
9
月
1
日
か
ら
10
月
4

日
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
ア
シ

ジ
）
修
道
者
記
念
日
ま
で
▼

戦
後
75
年
に
あ
た
る
今
年
、

6
月
23
日
沖
縄
慰
霊
の
日
に

司
教
団
と
し
て
那
覇
教
区
平

和
行
事
に
参
加
し
、
沖
縄
で

司
教
団
平
和
旬
間
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
表
す
る
▼
教
皇
来
日

1
周
年
を
12
月
9
日
に
記
念

す
る
。「
教
皇
訪
日
を
受
け

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
Ｈ
Ｐ
）

に
協
力
す
る
▼
長
崎
教
区
中

村
倫
明
補
佐
司
教
、
部
落
差

別
人
権
委
員
会
と
諸
宗
教
部

門
の
担
当
司
教
に
就
任
▼
日

本
司
教
団
主
催
に
よ
る
司
祭

の
生
涯
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

検
討
中
▼
中
央
協
議
会
の
決

算
報
告
。
教
皇
来
日
費
用
は

約
11
億
円
。
カ
ト
リ
ッ
ク
会

館
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
し

て
移
転
も
検
討
中
▼
教
区
立

神
学
院
が
福
岡
と
東
京
に
再

び
分
離
。
東
京
の
２
０
２
０

年
度
は
、
神
学
生
22
名
、
聴

講
生
５
名
、
養
成
者
３
名
、

名
古
屋
教
区
は
分
担
金
640
万

円
と
新
規
入
学
し
た
神
学
生

（
近
藤
真
理
夫
さ
ん
）
一
人

分
の
養
成
費
160
万
円
を
一
粒

会
が
負
担
す
る
。
養
成
期
間

も
変
更
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
6
年
間
に
1
年
予
科
が
加

わ
る
。
ま
た
卒
業
後
に
各
教

区
で
助
祭
に
叙
階
さ
れ
る
。

信
徒
協
献
金

 

5
月
以
降
に
延
期

　
復
活
節
第
2
主
日
（
神
の

い
つ
く
し
み
の
主
日
）
は
名

古
屋
教
区
で
は
信
徒
協
献
金

の
日
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
小

教
区
の
主
日
の
ミ
サ
も
中
止

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
信

徒
協
献
金
は
5
月
以
降
に
延

期
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
献
金
日
に
つ
い
て
は
信

徒
使
徒
職
協
議
会
か
ら
後
日

連
絡
が
あ
る
。

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン 

「
四
旬
節
・
愛
の
献
金
」 

受
付
延
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
た
め
、
四
旬
節
の

ほ
と
ん
ど
の
主
日
が
公
開
ミ

サ
を
行
え
な
い
状
況
と
な

り
、
今
年
の
四
旬
節
・
愛
の

献
金
は
大
幅
な
減
額
と
な
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
事
務
局

か
ら
は
四
旬
節
後
に
も
献
金

に
協
力
を
と
の
要
請
が
名
古

屋
教
区
事
務
局
に
あ
っ
た
。

　

名
古
屋
教
区
と
し
て
は

「
四
旬
節
・
愛
の
献
金
」
を

5
月
末
日
ま
で
受
け
付
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
世
界
が
今
の
よ
う
な
状
況

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
弱
い
立

場
の
人
々
、
苦
難
の
中
に
あ

る
人
び
と
の
た
め
に
、
い
っ

そ
う
の
協
力
を
し
た
い
も
の

だ
。

名
古
屋
教
区
本
部
事
務
局
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
名
古
屋
教
区
本
部
事
務
局

も
日
本
政
府
の
緊
急
事
態
宣

言
に
応
じ
て
、
お
お
む
ね
次

の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
と
る
こ
と
に

な
っ
た
。

１ 

．
名
古
屋
教
区
本
部
事
務

局
の
窓
口
受
付
は
5
月

6
日
ま
で
休
止
す
る
。

２ 

．
窓
口
休
止
期
間
中
、
小

教
区
と
の
連
絡
は
メ
ー

ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
行
う
。

３ 

．
事
務
取
扱
時
間
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
と
す
る
。

４ 

．
会
計
合
算
小
教
区
へ
の

決
算
書
送
付
は
6
月
以

降
に
な
る
（
従
来
は
大

型
連
休
前
後
）。
早
め
に

必
要
な
小
教
区
に
は
試

算
表
を
送
る
こ
と
で
対

応
す
る
。

司
教
司
式
主
日
ミ
サ
の

ラ
イ
ブ
配
信
継
続

　
過
越
の
聖
な
る
三
日
間
、

復
活
の
主
日
に
実
施
さ
れ
た

松
浦
司
教
司
式
に
よ
る
典
礼

の
ラ
イ
ブ
に
よ
る
動
画
配
信

が
、
４
月
19
日
復
活
節
第
２

主
日
以
降
も
当
分
の
間
、
継

続
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
か

ら
、
名
古
屋
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
視
聴
で
き
る
。
小

教
区
で
の
公
開
ミ
サ
は
行
わ

れ
ず
、
司
教
は
各
地
の
女
子

修
道
院
な
ど
で
ミ
サ
を
司
式

す
る
予
定
。
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日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
会
長　

談
話

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

世
界
的
な
感
染
拡
大
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
日
本
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
皆
様
と
い

く
つ
か
の
こ
と
を
共
有
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

１
．
神
に
祈
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
２
０
０
２
年
の
サ
ー
ズ

（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
や
２
０
１
２

年
の
マ
ー
ズ
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
、
世

界
的
な
感
染
拡
大
と
死
の
脅

威
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
感
染
者
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
、
医
療

従
事
者
、
為
政
者
、
経
済
的

に
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

方
々
な
ど
、
す
べ
て
の
人
々

に
必
要
な
助
け
と
力
が
与
え

ら
れ
る
よ
う
、
主
キ
リ
ス
ト

を
通
し
て
父
で
あ
る
神
に
祈

り
と
願
い
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ

う
。

　
司
教
団
が
認
可
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
苦
し
む
世
界
の
た
め
の
祈

り
」を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

松
浦
悟
郎
司
教
に
よ
る

「
平
和
を
つ
な
ぐ
」
と
題
し

て
の
講
演
会
が
２
月
15
日
、

岩
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
地
元
岩
倉
市

を
は
じ
め
、
遠
く
は
岐
阜
県

や
三
重
県
な
ど
か
ら
約
60
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。
信
徒
ば

か
り
で
は
な
く
一
般
市
民
が

多
く
参
加
し
た
。
会
場
で
は

手
話
通
訳
も
あ
っ
た
。

松
浦
司
教
は
、
ま
ず
昨
今

使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
〇

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
せ

ら
れ
て
い
る
事
に
伴
い
、
名

古
屋
教
区
内
で
は
公
開
の
ミ

サ
が
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
影
響
で
聖
な
る
過
越

し
の
三
日
間
の
典
礼
に
参
加

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
松

浦
司
教
と
富
山
地
区
の
司
祭

チ
ー
ム
が
と
も
に
行
う
三

日
間
の
典
礼
の
模
様
が
富

山
教
会
か
ら
４
月
９
日
か

ら
11
日
の
午
後
８
時
か
ら

Y
ouT
ube

で
ラ
イ
ブ
配
信

さ
れ
た
【
写
真
】。

ま
た
復
活
の
主
日
ミ
サ
も

4
月
12
日
午
前
10
時
か
ら
配

信
さ
れ
た
。
な
お
、
松
浦
司

２
．
人
間
の
偉
大
さ
と
脆

さ
を
再
認
識
し
、
神
へ
の

信
頼
を
新
た
に
す
る

　
人
類
は
与
え
ら
れ
た
知
恵

を
駆
使
し
て
、
科
学
技
術
、

中
で
も
医
学
を
発
達
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
今
、
世

界
中
の
人
々
が
ウ
イ
ル
ス
の

脅
威
に
お
び
え
、
感
染
防
止

と
一
日
も
早
い
終
息
に
向
け

て
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。

人
と
の
交
流
や
集
ま
り
が
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
わ

た
し
た
ち
自
身
も
含
め
多
く

の
人
々
が
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
、
仕
事
や
日
常
生
活
に
多

大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
人
間
は
神
に

愛
さ
れ
、
神
に
か
た
ど
っ
て

創
造
さ
れ
、
神
か
ら
地
上
の

も
の
を
す
べ
て
治
め
る
使
命

を
与
え
ら
れ
、
神
に
見
守
ら

れ
て
い
ま
す
1
。
し
か
し
そ

の
人
間
は
、
塵
、
野
の
草
、

息
や
影
の
よ
う
な
存
在
で
も

あ
り
ま
す
2
。だ
か
ら
こ
そ
、

わ
た
し
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト

〇
フ
ァ
ー
ス
ト
」
と
い
う
表

現
は
「
排
除
の
論
理
」
と
説

い
た
。
一
方
で
来
日
し
た
教

皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
多
く
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
か
ら
「
常
識
で
は
な

く
、
理
想
を
真
っ
す
ぐ
語
っ

た
」
な
ど
と
注
目
を
浴
び
た

が
、「
教
皇
は
国
民
ば
か
り

に
で
は
な
く
て
、
す
べ
て
の

人
間
に
と
っ
て
と
い
う
視
点

で
語
っ
た
」
と
述
べ
た
。

憲
法
の
問
題
で
は
、仏
教
、

キ
リ
ス
ト
教
な
ど

あ
ら
ゆ
る
宗
教
者

が
立
ち
上
が
っ
た

理
由
を
語
っ
た
。

「
す
べ
て
の
人
間

に
人
権
が
あ
る
。

尊
厳
が
あ
る
。
す

べ
て
の
人
が
お
互

い
を
大
切
に
し
合

う
関
係
が「
平
和
」

で
あ
る
。「
す
べ

て
の
」
と
い
う
普

遍
性
が
実
は
宗
教

の
特
徴
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。
日
本

教
の
聖
な
る
三
日
間
と
復
活

の
主
日
の
説
教
は
カ
ト
リ
ッ

ク
名
古
屋
教
区
Ｈ
Ｐ
か
ら
日

本
語
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
で
読
む
こ

と
が
で
き
る
。

【
③
④
面
に
掲
載
】

を
離
れ
る
な
ら
何
も
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
ろ
に

と
め
て
、
何
も
の
を
も
恐
れ

ず
ひ
た
す
ら
神
に
信
頼
を
置

き
、
救
い
へ
の
希
望
を
持
ち

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
3
。

３
．
信
仰
生
活
を
見
つ

め
直
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
予
防
と
阻
止
の

た
め
に
種
々
の
分
野
の
活
動

が
制
約
さ
れ
て
不
自
由
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
多

く
の
人
た
ち
が
家
庭
生
活
、

人
間
関
係
や
自
然
と
の
関
係

に
つ
い
て
新
し
い
気
づ
き
や

発
見
を
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
信
仰
生
活
に
つ
い
て
言
え

ば
、
主
日
の
ミ
サ
が
中
止
に

な
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て

主
日
の
ミ
サ
の
意
味
を
考

え
、
あ
り
が
た
さ
を
噛
み
し

め
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実

際
、「
日
曜
日
は
週
ご
と
に

巡
っ
て
く
る
復
活
祭
で
あ

り
、
キ
リ
ス
ト
が
罪
と
死
に

打
ち
勝
っ
た
こ
と
、
キ
リ
ス

ト
に
お
い
て
第
一
の
創
造
が

完
成
し
た
こ
と
、
そ
し
て

『
新
し
い
創
造
が
始
ま
っ
た

こ
と
』（
二
コ
リ
ン
ト
5
・

17
参
照
）
が
祝
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
は
、
感
謝
に
満
ち
た

礼
拝
（
ミ
サ
）
を
行
っ
て
、

世
界
が
造
ら
れ
た
最
初
の
日

を
思
い
起
こ
す
日
で
す
。
ま

た
、
キ
リ
ス
ト
が
栄
光
の
う

ち
に
来
ら
れ
（
使
徒
言
行
録

1
・
11
；
一
テ
サ
ロ
ニ
ケ

4
・
13
〜
17
参
照
）、
す
べ

て
の
も
の
が
新
し
く
さ
れ
る

（
黙
示
録
21
・
5
参
照
）『
終

わ
り
の
日
』
を
、
熱
烈
な
希

望
を
も
っ
て
待
ち
望
む
日
で

す
」4
。
主
の
日
に
感
謝
の

祭
儀
に
参
加
し
て
、
神
の
こ

と
ば
を
聴
き
、
キ
リ
ス
ト
の

死
と
復
活
の
出
来
事
を
追
体

験
し
、
そ
の
恵
み
と
し
て
キ

リ
ス
ト
ご
自
身
を
い
た
だ
く

こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
信
者
と

し
て
神
の
恵
み
へ
の
当
然
の

応
え
で
あ
り
、
こ
の
上
な
い

幸
せ
な
こ
と
な
の
で
す
。
し

か
し
ミ
サ
に
は
不
特
定
多
数

の
人
が
参
加
す
る
の
で
、
中

止
あ
る
い
は
制
限
付
き
と

な
っ
て
も
、
神
の
み
旨
を
探

し
求
め
つ
つ
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
他
方
、
感
謝
の
祭
儀
で
出

会
う
キ
リ
ス
ト
は
、
わ
た
し

た
ち
が
皆
キ
リ
ス
ト
を
中
心

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
、
ご
自
分
と

同
じ
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
が

慈
し
み
の
こ
こ
ろ
を
も
っ
て

ほ
か
の
人
を
愛
す
る
た
め
に

共
に
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

と
く
に
今
回
の
よ
う
な
窮
状

に
あ
る
と
き
こ
そ
、
そ
の
慈

し
み
の
こ
こ
ろ
が
発
揮
さ
れ

る
は
ず
で
す
。
自
分
の
い
の

ち
の
安
全
だ
け
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
他
の
す
べ
て
の

人
々
の
い
の
ち
を
こ
こ
ろ
に

か
け
て
、
適
切
な
行
動
を
と

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
感

染
し
た
方
々
に
対
し
て
決
し

て
非
難
や
差
別
な
ど
の
言
動

に
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
む
し
ろ
彼
ら
に
寄

り
添
う
気
持
ち
を
大
切
に

し
、
回
復
の
た
め
に
祈
り
ま

し
ょ
う
。

４
．
わ
た
し
た
ち
が
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
努
力

　
基
本
的
な
感
染
予
防
策
と

し
て
、
次
の
こ
と
が
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

を
徹
底
し
て
実
行
す
る
こ
と

が
大
変
重
要
で
す
。

⑴
石
け
ん
に
よ
る
手
洗
い
や

手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
る
消
毒
な
ど
を
丁
寧
に
行

う
。

　
「
主
の
祈
り
」「
ア
ヴ
ェ
・

マ
リ
ア
の
祈
り
」「
栄
唱
」

を
唱
え
な
が
ら
手
指
を
洗

う
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
手
指

洗
い
を
推
奨
す
る
5
。 

⑵
ド
ア
の
ノ
ブ
や
手
す
り
な

ど
を
手
で
触
れ
、
そ
の
手
で

口
や
目
に
触
れ
る
こ
と
で
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
注
意
す

る
。

⑶
集
団
感
染
を
避
け
る
た
め

に
、
次
の
3
つ
の
こ
と
が
同

時
に
重
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。

①
換
気
が
不
十
分
な
密
閉
状

態
で
、
②
人
が
密
集
し
て
お

互
い
の
距
離
を
充
分
確
保
せ

ず
、
③
近
距
離
で
会
話
や
発

声
が
行
わ
れ
る
。

⑷
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

と
十
分
な
睡
眠
を
と
っ
て
、

免
疫
力
と
抵
抗
力
を
つ
け

る
。

２
０
２
０
年
４
月
３
日

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

 

会
長　
髙
見
三
明
大
司
教

 

（
長
崎
大
司
教
区
） 

（
２
０
２
０
年
４
月
12
日
改
訂
）
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国
憲
法
の
中
に
そ
の
こ
と
が

み
ん
な
入
っ
て
い
る
と
話

し
、
前
文
を
読
み
上
げ
て
、

日
本
国
憲
法
の
素
晴
ら
し
さ

を
強
調
し
た
。

ま
た
、
憲
法
12
条
「
こ
の

憲
法
が
国
民
に
保
証
す
る
自

由
お
よ
び
権
利
は
、
国
民
の

不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ

を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
を
挙
げ
て
、「
不
断
の

努
力
と
は
、
私
た
ち
に
与
え

ら
れ
た
知
る
権
利
や
表
現
の

自
由
、
信
教
の
自
由
な
ど
、

私
た
ち
に
保
証
さ
れ
た
自
由

を
侵
害
さ
れ
た
時
、
お
か
し

い
と
声
を
上
げ
る
こ
と
。
私

た
ち
の
自
由
は
使
う
た
め
に

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
使
う
こ

と
に
よ
っ
て
守
り
続
け
て
い

く
も
の
で
あ
る
」
と
呼
び
掛

け
た
。

濃
尾
ピ
ー
ス
９
の
会

 

入
口
母
絵
（
稲
沢
教
会
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

注1  

エ
フ
ェ
ソ
1
・
4
、
創
世

記
1
・
26
、
同
1
・
28
；

詩
編
8
・
7
；
シ
ラ
17
・

2
、
詩
編
8
・
5
；
144
・

3
参
照
。

2  

創
世
記
3
・
19
；
詩
編

90
・
3
；
103
・
14
；
104
・

29
、
同
90
・
5
〜
6
、
同

39
・
7
；
144
・
4
参
照
。

3  

ヨ
ハ
ネ
15
・
5
、
詩
編
27
；

91
；
118
参
照
。
他
に
も
詩

編
88
な
ど
を
用
い
て
祈
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

4  

聖
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

教
皇
使
徒
的
勧
告
『
主
の

日

―
日
曜
日
の
重
要

性
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
、
１
９
９
９
年
）
1
。

こ
の
他
に
も
、
次
の
よ
う

な
良
書
の
読
書
を
お
勧
め

し
ま
す
。
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
回
勅
『
ラ
ウ
ダ
ー
ト・

シ　

と
も
に
暮
ら
す
家
を

大
切
に
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
、２
０
１
６
年
）、

使
徒
的
勧
告
『
喜
び
に
喜

べ　

現
代
世
界
に
お
け
る

聖
性
』（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央

協
議
会
、
２
０
１
８
年
）、

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団

『
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
』

【
増
補
新
版
】（
カ
ト
リ
ッ

ク
中
央
協
議
会
、
２
０
１

７
年
）

5  「
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
手
指
洗

い
」
は
韓
国
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
推
奨
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

英
語
版
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Som
e thoughts from

 the 
president of the Catho-
lic Bishops' Conference 
of Japan
https://w

w
w
.cbcj.catholic.

jp/2020/04/05/20574/
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い
つ
く
し
み
深
い
神
よ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、

今
、
大
き
な
困
難
の
中
に
あ
る
世
界
を
顧
み
て

く
だ
さ
い
。

病
に
苦
し
む
人
に
必
要
な
医
療
が
施
さ
れ
、

感
染
の
終
息
に
向
け
て
取
り
組
む
す
べ
て
の
人
、

医
療
従
事
者
、
病
者
に
寄
り
添
う
人
の
健
康
が

守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

亡
く
な
っ
た
人
が
永
遠
の
み
国
に
迎
え
入
れ
ら

れ
、

尽
き
る
こ
と
の
な
い
安
ら
ぎ
に
満
た
さ
れ
ま
す

よ
う
に
。

不
安
と
混
乱
に
直
面
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
に
、

支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

希
望
の
源
で
あ
る
神
よ
、

わ
た
し
た
ち
が
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
犠
牲

を
惜
し
ま
ず
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
と
助
け
合
っ
て
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

お
導
き
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
。
ア
ー
メ
ン
。

希
望
と
慰
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
る
聖
マ
リ
ア
、

苦
難
の
う
ち
に
あ
る
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
お

祈
り
く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
０
年
４
月
３
日　

 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
認
可
）



（ 3 ） 2 0 2 0 年 5 月 3 日（日曜日） 名古屋教区ニュース （ 4 0 1 号）

二
〇
二
〇
年
四
月
十
二
日　

復
活
の
主
日
日
中
の
ミ
サ
説
教
（
要
約
）
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皆
さ
ん
、
主
の
ご
復
活
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
大
変
な
と

き
で
教
会
に
行
け
な
い
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

私
た
ち
は
ど
こ
に
い
て
も
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
て

も
力
強
く
主
の
復
活
を
共
に

祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、
復
活
の
主
日
の
ミ

サ
に
は
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
が
朗

読
さ
れ
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
は
イ

エ
ス
の
復
活
の
出
来
事
を
象

徴
的
な
表
現
、
あ
る
い
は
言

葉
に
意
味
を
持
た
せ
て
伝
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
週
の

初
め
の
日
、
マ
グ
ダ
ラ
の
マ

リ
ア
は
、
墓
に
向
か
っ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
遺
体
に

香
油
を
塗
る
た
め
で
し
た
。

悲
し
み
の
う
ち
に
死
ん
だ
イ

エ
ス
に
会
い
に
墓
に
向
か
っ

て
い
た
の
で
す
。
ヨ
ハ
ネ

は
そ
の
こ
と
を
、「
朝
早
く
、

ま
だ
暗
い
う
ち
に
」
と
書
く

こ
と
で
そ
れ
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
は
い
つ
も
神

が
分
か
ら
な
い
状
態
を「
夜
」

と
か
「
暗
い
」
と
い
う
言
葉

を
使
い
ま
す
。
マ
グ
ダ
ラ
の

マ
リ
ア
は
、
ま
さ
に
暗
闇
の

中
に
い
た
の
で
す
。

そ
の
あ
と
、
ヨ
ハ
ネ
は
「
見

る
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

復
活
の
出
来
事
を
信
仰
へ
と

つ
な
い
で
い
き
ま
す
。
日
本
語

で
は
同
じ
「
見
る
」
で
す
が
、

原
語
の
ギ
リ
シ
ャ
語
で
は
異

な
る
言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
。
墓
に
着
い
た
マ
リ
ア
は
、

墓
か
ら
石
が
取
り
の
け
て
あ

る
の
を
「
見
て
」
弟
子
た
ち

に
伝
え
に
行
き
ま
す
。
そ
の

「
見
て
」
は
、
普
通
に
肉
眼
で

物
を
見
る
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
の
目
で
見
え
た
の
は
、
墓
の

石
が
ど
け
て
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
マ
リ
ア
は
意
味
が

分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
何
か

が
起
こ
っ
た
と
胸
騒
ぎ
を
起

こ
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
日
の
福
音
で
は
読
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ
と

マ
リ
ア
は
も
う
一
度
、
身
を

か
が
め
て
墓
の
中
を「
観
る
」

の
で
す
が
、
前
と
は
異
な
る

「
観
る
」と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本

語
で
言
う
な
ら
「
じ
っ
と
観

る
」、
す
な
わ
ち
心
で
観
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
は

じ
め
は
単
に
現
象
を
見
た
の

で
す
が
、
今
は
見
て
い
る
こ

の
事
実
の
奥
に
は
何
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と
思
い
め
ぐ
ら

し
て
い
る
の
で
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
イ
エ
ス
の
言
葉
を

思
い
出
そ
う
と
し
な
が
ら
、

祈
る
思
い
で
観
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
園え

ん
丁て

い
だ
と
思
っ

て
話
し
て
い
た
人
が
イ
エ
ス

で
あ
る
と
気
づ
き
ま
す
。
イ

エ
ス
が
「
マ
リ
ア
」
と
呼
ば

れ
た
と
き
、
は
っ
と
気
づ
く

の
で
す
。
こ
の
呼
び
方
は
、

イ
エ
ス
が
生
き
て
い
た
時
に

マ
リ
ア
に
親
し
く
声
を
か
け

て
い
た
呼
び
方
だ
っ
た
の
で

す
。
復
活
し
た
イ
エ
ス
と
の

出
会
い
は
、
何
か
超
越
的
で

神
秘
的
な
体
験
で
は
な
い
の

で
す
。
当
た
り
前
の
日
常

の
中
で
、
私
た
ち
の
喜
び
や

悲
し
み
を
共
に
し
て
下
さ
っ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
後
で

は
っ
と
気
づ
く
。
マ
リ
ア
の

気
づ
き
は
そ
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

復
活
し
た
イ
エ
ス
と
出

会
っ
た
マ
リ
ア
は
、
最
後
に

弟
子
た
ち
の
所
に
行
っ
て

「
私
は
主
を
見
ま
し
た
」
と

告
げ
ま
す
。
そ
の
「
見
た
」

は
、
人
々
に
告
げ
る
信
仰
宣

言
の
言
葉
な
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
、
イ
エ
ス
と
出
会
っ

て
、
喜
び
の
う
ち
に
弟
子
た

ち
の
と
こ
ろ
に
告
げ
に
い
く

マ
リ
ア
を
想
像
し
ま
す
。
そ

の
時
に
は
、
夜
が
明
け
て
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
マ
リ
ア

は
背
後
か
ら
の
ま
ば
ゆ
い
ば

か
り
の
朝
日
の
光
を
あ
び
な

が
ら
「
主
は
復
活
さ
れ
た
」

と
喜
び
お
ど
る
心
で
走
っ
て

行
っ
た
の
で
す
。ヨ
ハ
ネ
は
、

出
来
事
の
は
じ
め
に
「
ま
だ

暗
い
う
ち
に
」
と
書
く
こ
と

で
、
イ
エ
ス
と
の
出
会
っ
た

時
の
よ
ろ
こ
び
を
、
夜
が
明

け
て
い
く
中
で
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
復
活
し
た
イ

エ
ス
を
信
じ
て
い
ま
す
。
信

じ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
よ

ろ
こ
び
な
ら
、
急
い
で
誰
か

に
告
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
復
活
の
続
唱
で
、

「
マ
リ
ア
よ
、
わ
た
し
た
ち

に
告
げ
よ
、
あ
な
た
が
道
で

見
た
こ
と
を
」
と
歌
い
ま
し

た
。
そ
の
賛
歌
で
は
、
マ
リ

ア
が
見
た
も
の
は
、「
開
か

れ
た
キ
リ
ス
ト
の
墓
、
よ
み

が
え
ら
れ
た
主
の
栄
光
、
あ

か
し
す
る
神
の
使
い
と
残
さ

れ
た
主
の
衣
服
を
」
と
歌
い

ま
す
。
で
は
、
私
た
ち
は
信

仰
を
も
っ
た
毎
日
の
生
活
の

中
で
何
を
見
た
の
で
し
ょ
う

か
。
信
仰
の
目
を
も
っ
て
、

も
う
一
度
、
自
分
の
人
生
を

振
り
返
っ
て
み
る
の
で
す
。

そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の

中
に
、
主
が
愛
情
を
こ
め
て

た
え
ず
「
マ
リ
ア
」
と
呼
ん

だ
よ
う
に
、
私
の
名
を
呼
ん

で
く
れ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

く
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
見

た
こ
と
、
信
じ
た
こ
と
、
喜

び
だ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ら
を

人
々
に
告
げ
る
た
め
に
ド
ア

を
開
け
放
し
て
出
か
け
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
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�F�y���W�t�Q�K���E�L�Ç�X���W�m�ç�Q�J���U�©�W���V�k�X�����1�J�j�\���W�K�í���Q�K�©�W���W�U�R�Q�J���W�X�«�Q�����0�D�U�L�D���0�D�J�G�D�O�D���ÿ�L���U�D���P�Ý���P�D�Q�J��

�W�K�H�R���G�«�X���W�K�k�P���ÿ�Ç���X�ß�S���O�¥�L���[�i�F���&�K�~�D�����ÿ�m���ÿ�X�ç�F���W�i�Q�J���W�¥�P���Y�Ý�L���Y�m���V�D�X���F�i�L���F�K�Ã�W���Q�K�é�F���Q�K�m��

�W�U�r�Q���W�K�±�S���W�õ�����*�L�R�D�Q���J�K�L�����³�6�i�Q�J���V�ß�P�����N�K�L���W�U�á�L���F�z�Q���W�Õ�L�´�����+�D�L���W�ï���³�6�i�Q�J�´���Y�j���³�7�Õ�L�´���W�U�R�Q�J��

�3�K�~�F���k�P���*�L�R�D�Q���O�X�{�Q���i�P���F�K�Í���W�u�Q�K���W�U�¥�Q�J���7�K�L�r�Q���&�K�~�D���F�y���K�D�\���Y�³�Q�J���P�»�W�����0�D�U�L�D���0�D�J�G�D�O�D����

�W�U�r�Q���ÿ�X�á�Q�J���U�D���P�Ý�����Y�¯�Q���F�z�Q���W�U�R�Q�J���µ�E�y�Q�J���W�Õ�L�¶���Y�u���F�K�m�D���J�»�S�����©�Q�J���S�K�é�F���V�L�Q�K�����7�L�Ã�S���ÿ�Ã�Q����

�*�L�R�D�Q���G�•�Q�J���W�ï���³�1�K�u�Q���W�K�©�\�´���ÿ�Ç���[�k�X���N�Ã�W���V�õ���N�L�Ë�Q���[�§�\���U�D���Y�j���ÿ�í�F���W�L�Q�����7�U�R�Q�J���W�L�Ã�Q�J���1�K�±�W�����F�§��

�µ�Q�K�u�Q�¶���Y�j���µ�W�K�©�\�¶���ÿ�Å�X���O�j���³�P�L�U�X�´�������Q�K�m�Q�J���W�U�R�Q�J���Q�J�X�\�r�Q���Q�J�ó���+�\���/�¥�S���W�K�u���N�K�i�F�����.�K�L���ÿ�Ã�Q��

�P�Ý�����0�D�U�L�D���W�K�©�\���W�§�Q�J���ÿ�i���ÿ�m���O���Q���T�X�D���P�Ý�W���E�r�Q�����Y�j���E�j���ÿ�L���E�i�R���W�L�Q���F�K�R���F�i�F���W�{�Q�J���ÿ�×�����7�ï���µ�W�K�©�\�¶��

�W�K�{�Q�J���W�K�X�á�Q�J���F�y���Q�J�K��D���O�j���W�U�{�Q�J���W�K�©�\���E�µ�Q�J���P�³�W���W�K�Ï�W�����%�µ�Q�J���P�³�W���W�U�«�Q�����0�D�U�L�D���W�K�©�\���W�§�Q�J���ÿ�i��

�ÿ�m���G�á�L���ÿ�L���P�j���F�K�m�D���K�L�Ç�X���ÿ�L�Å�X���ÿ�y���F�y���Q�J�K��D���J�u�������Q�K�m�Q�J���K�·�Q���W�U�R�Q�J���O�z�Q�J���E�j���F�y���[�i�R���ÿ�Ý�Q�J��

�O�ß�Q�����6�D�X���ÿ�y�������ã���S�K�«�Q���W�L�Ã�S���W�K�H�R���ÿ�R�¥�Q���W�U�t�F�K���K�{�P���Q�D�\�����0�D�U�L�D���V�Á���P�Ý�W���O�«�Q���Q�ó�D���F�~�L���[�X�Õ�Q�J���Y�j��

�Q�K�u�Q���Y�j�R���W�U�R�Q�J���P�Ý�����W�ï���µ�Q�K�u�Q�¶���ã���ÿ�k�\���N�K�i�F���Y�ß�L���W�ï���µ�Q�K�u�Q�¶���O�~�F���W�U�X�ß�F�����/�«�Q���Q�j�\�����0�D�U�L�D���µ�Q�K�u�Q�¶��

�Q�K�m���W�ï��観る���W�U�R�Q�J���W�L�Ã�Q�J���1�K�±�W�����Q�y�L���Y�Å���P�Ý�W���ÿ�Ý�Q�J���W�ï���[�§�\���U�D���W�U�R�Q�J���W�k�P���W�U�t���F�ë�D���W�D�����7�K�R�¥�W��

�W�L�r�Q�����W�D���Q�K�u�Q���W�K�©�\���P�Ý�W���K�L�Ë�Q���W�X�ç�Q�J���J�u���Q�K�m���F�y���ÿ�y�����V�D�X���ÿ�y���P�ß�L���Q�K�u�Q���P�j���V�X�\���[�p�W���[�H�P���F�y���J�u��

�ã���S�K�t�D���V�D�X���K�L�Ë�Q���W�X�ç�Q�J���ÿ�Ç���K�L�Ç�X���ÿ�X�ç�F���Q�y�����&�y���O�Á���W�U�R�Q�J���O�~�F���Q�K�u�Q���O�¥�L���Q�j�\�����Q�K�ó�Q�J���O�á�L���&�K�~�D��

�Q�y�L���W�U�X�ß�F���N�L�D���W�U�ã���O�¥�L���W�U�R�Q�J���W�k�P���W�U�t���0�D�U�L�D�����Y�j���T�X�i���W�U�u�Q�K���Q�K�u�Q���W�U�ã���Q�r�Q���Q�K�m���F�«�X���Q�J�X�\�Ë�Q����

�7�K�©�\���P�Ý�W���Q�J�X�á�L���ÿ�j�Q���{�Q�J���W�U�R�Q�J���Y�X�á�Q�����0�D�U�L�D���F�K�m�D���Q�K�±�Q���U�D���ÿ�y���O�j���&�K�~�D���*�L�r�V�X�����1�K�m�Q�J��

�E�j���Q�K�±�Q���U�D���Q�J�D�\���N�K�L���&�K�~�D���J�Ñ�L���W�r�Q���P�u�Q�K�����9�u���ÿ�y���O�j���F�i�F�K���&�K�~�D���O�X�{�Q���J�Ñ�L���E�j���N�K�L���1�J�X�á�L��

�F�z�Q���V�Õ�Q�J�����*�»�S���J�å���&�K�~�D���.�L�W�{���3�K�é�F���V�L�Q�K���N�K�{�Q�J���S�K�§�L���O�j���P�Ý�W���N�L�Q�K���Q�J�K�L�Ë�P���J�u���ÿ�y���K�X�\�Å�Q��

�E�t���E�©�W���N�K�§���Q�J�K�Ï�����&�K�~�Q�J���W�D���J�»�S���1�J�X�á�L���W�U�R�Q�J���ÿ�á�L���V�Õ�Q�J���W�K�X�á�Q�J���Q�K�±�W�����1�J�X�á�L���F�K�L�D���V�¿���Y�ß�L��

�W�D���P�Ñ�L���Y�X�L���E�X�×�Q���Q�K�m�Q�J���W�D���F�K�Í���K�L�Ç�X���U�}���Y�Å���V�D�X�����J�L�Õ�Q�J���Q�K�m���0�D�U�L�D���Y�±�\�����&�X�Õ�L���F�•�Q�J�����V�D�X���N�K�L��

�Q�K�±�Q���U�D���&�K�~�D�����0�D�U�L�D���V�Á���T�X�D�\���O�¥�L���Y�ß�L���F�i�F���W�{�Q�J���ÿ�×���Y�j���E�i�R���F�K�R���K�Ñ�����³�7�{�L���ÿ�m���W�K�©�\���&�K�~�D���´��

�7�ï���³見た �´���F�ë�D���0�D�U�L�D���ã���ÿ�k�\���O�j���O�á�L���W�X�\�r�Q���W�t�Q���Y�j���U�D�R���W�U�X�\�Å�Q���ÿ�í�F���W�L�Q���ÿ�Ã�Q���P�Ñ�L���Q�J�X�á�L����

�+�m�\���W�K�ñ���K�u�Q�K���G�X�Q�J���[�H�P�����0�D�U�L�D���ÿ�m���E�i�R���W�L�Q���µ�W�K�©�\���&�K�~�D�¶���F�K�R���F�i�F���P�{�Q���ÿ�Ë���W�U�R�Q�J���Q�L�Å�P��

�Y�X�L���Q�K�m���W�K�Ã���Q�j�R�����7�K�á�L���ÿ�L�Ç�P���ÿ�y�����E�u�Q�K���P�L�Q�K���ÿ�m���O�r�Q�����%�X�ß�F���F�K�¥�\���F�ë�D���0�D�U�L�D���W�X�Q�J���W���Q�J��

�U�Ý�Q���U�j�Q�J���Y�ß�L���i�Q�K���E�D�Q���P�D�L���E�i�P���W�K�H�R���V�i�W���J�y�W�����1�L�Å�P���Y�X�L���ÿ�X�ç�F���*�L�R�D�Q���G�L�É�Q���W�§���W�U�R�Q�J���W�m�k�Q�J��

�S�K�§�Q���Y�ß�L���³�E�y�Q�J���ÿ�r�P�´���O�~�F���E�D�Q���ÿ�«�X�����&�K�~�Q�J���W�D���O�j���Q�K�ó�Q�J���Q�J�X�á�L���W�L�Q���Y�j�R���&�K�~�D���3�K�é�F���V�L�Q�K����

�1�Ã�X���ÿ�í�F���W�L�Q���W�K�õ�F���V�õ���O�j���Q�L�Å�P���Y�X�L�����K�·�Q���F�K�~�Q�J���W�D���V�Á���V�Õ�W���V�³�Q�J���P�X�Õ�Q���F�K�L�D���V�¿���Q�y���F�K�R���D�Q�K��

�F�K�Ï���H�P���P�u�Q�K�����/�á�L���F�D���7�L�Ã�S���/�L�r�Q���O�É���3�K�é�F���V�L�Q�K�����F�K�~�Q�J���W�D���K�i�W���³�%�j���0�D�U�L�D���k�L�����W�U�r�Q���ÿ�m�á�Q�J��

�E�j���W�K�©�\���Q�K�ó�Q�J���J�u�����[�L�Q���N�Ç���F�K�R���F�K�~�Q�J���W�{�L���Q�J�K�H���´���9�j���E�j���ÿ�i�S�����³�7�{�L���O�j���W�{�L���ÿ�m���W�K�©�\���Q�©�P���P�×��

�F�ë�D�����í�F���.�L���W�{�����1�J�m�á�L���ÿ�m���V�Õ�Q�J���O�¥�L���Y�j���ÿ�m���U�D���N�K�Ó�L���P�×�����1�J�m�á�L���ÿ�D�Q�J���O�j���ÿ�D�Q�J���V�Õ�Q�J���Y�L�Q�K��
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化
石
燃
料
に
よ
る
地
球
温

暖
化
や
、
特
に
日
本
で
は
フ

ク
シ
マ
原
発
事
故
以
後
、
脱

原
発
へ
の
関
心
か
ら
、
太
陽

光
、
風
力
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
が

注
目
さ
れ
需
要
が
高
ま
っ
て

き
た
。
環
境
に
良
く
、ま
た
、

買
い
取
り
制
度
に
よ
る
利
益

に
な
る
か
ら
と
個
人
や
企
業

が
参
与
し
、
今
や
全
国
ど
こ

に
で
も
屋
根
や
屋
上
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
、
海
岸
近
く
の

休
耕
地
や
企
業
の
敷
地
内
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
呼
ぶ
大
規

模
発
電
所
（
100
万
ｋ
Ｗ
）
を

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
や
脱
原
発
に
は
必

要
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
一
方
で
、
内
陸
の
里
山
や

山
林
に
造
ら
れ
た
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
自
然
破
壊
、
住
環
境

被
害
の
大
問
題
を
生
じ
さ
せ

て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
住
民
の

反
対
の
声
を
無
視
し
て
建

設
さ
れ
、「
自
然
豊
か
な
里

山
と
静
穏
な
暮
ら
し
が
瞬

ま
た
た

く
間
に
奪
わ
れ
、
環
境
破
壊

と
健
康
被
害
地
に
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
訴
え
る
住
民

の
声
を
聞
き
、
そ
の
地
を
3

月
22
日
に
訪
れ
て
現
状
を
学

ん
だ
。
半
田
教
会
の
信
徒
の

一
人
が
自
分
の
故
郷
を
奪
わ

れ
る
危
機
感
か
ら
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
建
設
反
対
運
動
に
関
与

し
て
い
た
の
で
、
19
年
8
月

に
正
平
委
学
習
会
で
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

現
地
で
は
伊
豆
高
原
、
四

日
市
で
同
様
な
被
害
を
受

け
、
反
対
運
動
を
続
け
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
方
や
瀬
戸
の

海
上
の
森
の
保
護
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
と
合
流
し
た
。

知
多
半
島
・
東
浦
の
地
を

リ
ー
ダ
ー
の
方
の
案
内
で
歩

い
た
。地
域
の
人
た
ち
が「
別

世
界
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

山
林
に
囲
ま
れ
、
棚
田
と
畑

地
も
広
が
り
、
た
め
池
と
水

路
も
あ
り
、
鳥
の
さ
え
ず
り

の
聞
こ
え
る
静
か
な
地
で

あ
っ
た
。
そ
の
里
山
5
㌶
中

の
2
か
所
、
2
㌶
の
土
地
に

各
１
㍋
㍗
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
建
設
さ
れ
た
。
景
観
が
台

無
し
に
な
り
動
植
物
は
す
み

か
を
追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
最
南
端
の
一

基
は
大
団
地
に
隣
接
し
、
山

林
を
伐
採
し
た
斜
面
に
造
ら

れ
た
た
め
、
土
砂
崩
れ
や
洪

水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
の
熱
に

よ
り
気
温
の
上
昇
も
あ
る
と

い
う
。

終つ
い
の
棲す

み
か家
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
い
き
な
り
公
害
と

災
害
の
危
険
な
場
所
に
変

わ
っ
た
こ
と
を
自
分
に
置
き

換
え
る
と
、
住
民
の
苦
し
み

は
察
し
て
余
り
あ
る
。
住
民

へ
の
説
明
も
な
く
許
可
し
た

経
産
省
、
上
げ
た
声
を
無
視

し
た
町
、
県
、
抗
告
棄
却
し

た
裁
判
所
に
は
怒
り
を
感
じ

る
。
そ
れ
は
、
国
の
政
策

が
地
方
の
人
た
ち
を
犠
牲
に

し
て
き
た
歴
史
が
ま
さ
に
自

分
た
ち
に
降
り
か
か
っ
た
の

だ
と
、
住
民
の
一
人
が
言
っ

た
と
お
り
だ
。
近
く
は
、
原

発
、
新
幹
線
、
リ
ニ
ア
等
、

然
り
だ
。
経
済
利
益
優
先
で

環
境
、
人
権
を
無
視
す
る
今

の
社
会
の
有
り
様
を
変
え
な

け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
地
球
温

暖
化
は
進
む
し
か
な
い
だ
ろ

う
。
特
に
、
名
古
屋
の
よ
う

な
大
都
会
に
住
む
者
は
「
い

か
に
電
気
を
作
り
出
す
か
で

は
な
く
、
電
気
を
使
わ
な
い

か
」
へ
心
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
帰
路
に
は
、
同
様
に

被
害
を
受
け
て
い
る
美
浜
町

の
風
力
発
電
所
を
見
学
し
て

住
民
の
声
を
も
聞
い
た
。

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和

委
員
会　
竹
谷
基

�«�æ�µ�Ú�µ�Y�Ú�w�S�±�q�]�C��
　待降節よりお願いいたしました「クリスマス献金」は、次のようにご厚志が集
計されましたので、支援先と共にご報告申し上げます。2019年度は教会・修道会・
病院・幼稚園・個人の方々より44件1,151,990円をいただきました。ご協力、誠に
ありがとうございました。支援をさせていただいたのは下記の団体です。

支援先 支援金（単位・円）
福信館・炊き出し部 329,797
福信館建設 80,000
岐阜ダルク 50,000
名古屋ダルク 50,000
三河ダルク 50,000
名古屋マック 52,193
NPO法人セカンドハーベスト名古屋 400,000
RASAジャパン 30,000
愛知聖ルカセンター・国際こども学校を支援する会 60,000
いこいの家※ 50,000
合計 1,151,990

※ いこいの家とは、路上生活をされている人々のお昼間のつどいの家です。カト
リック、プロテスタント、仏教の方たちが宗教を越え一緒に支援しています。
後援会会長：フォンツ・マルセリーノ神父（鳴海教会担当）

 教区カリタス福祉委員会
 〒466-0037　名古屋市昭和区恵方町2-15
 ☎052-852-1426／ Fax 052-852-1422
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　発災時よりカリタス福祉委員会へ振込まれました2019年度の支援金ご報告と2019年度の支援
金先を報告させていただきます。暖かいご支援に心より感謝いたします!!
 （振込手数料引去後の金額）

2011. 3. 17 発災から
2020. 2. 29までの合計

単月明細 2011. 3. 17 発災から
2020. 3. 31までの合計項目 3/1～3/31 当月

収入
支援金総額（※） 31,521,520 542,050 32,063,570

収入合計 31,521,520 542,050 32,063,570
支出
カリタスジャパンへ 11,805,367 583,484 12,388,851
カリタス南相馬ベース支援 1,779,450 350,000 2,129,450
いのちの光3.15フクシマ 110,000 200,000 310,000
福島被災地（狩浦神父活動）支援 300,000 200,000 500,000
大阪教会管区　東日本被災地支援 14,206,234 100,000 14,306,234
オールジャパン震災支援会議交通費 123,620 0 123,620
大船渡ベースへ車いす4台贈呈 123,200 0 123,200
大船渡ベースへピアノ贈呈 58,800 0 58,800
ベース支援ボランティア交通費補助 491,150 0 491,150
さいたま教区・災害支援金へ 1,000,000 0 1,000,000
福島移住女性支援ネットワーク 490,000 0 490,000
災害支援金口座へ 137,906 3,839 141,745

支出合計 30,625,727 1,437,323 32,063,050
単月・支援金残高 895,793 520
支援金残高合計 520

※※3月度に支援金のご協力いただいた小教区、個人（敬称略）
 布池教会、一宮教会、金沢教会、高蔵寺教会、鳴海教会、大嶋京子

★名古屋教区の支援金は
　 カリタスジャパン災害支援、福島での原発被災支援活動されている団体を中心に支援しています。
　引き続き皆様のご支援、ご協力をお願い致します。
　・毎月の支援状況は名古屋教区報で報告。
　・各ベースの震災支援状況は仙台教区サポートセンター活動日記のHPに掲載。
　　http://caritasjapan.jugem.jp http://caritasjapan.jugem.jp
口座番号　００８２０－５－１３７４５６
名義　カトリック名古屋教区カリタス福祉委員会
　　　「東日本大震災・災害支援金」など募金の意向先を記入願います。

ご連絡・問合せ先
カリタス福祉委員会
電話 052-852-1426
FAX 052-852-1422

�ù�÷�ù�÷�å�S�y
Y�[�q���è�•�»�q�¶	6�q�ƒ�¢
¶�û�s�£
�Â�”�Ú�•�°�j�x���q�t�'�j	‰�m�±

　今日の世界は権力者による「今だけ、金だけ、自分だけ」（19年度テーマ）の政治
が、さらに暴走し、憎悪を煽

あお

り分断と対立が世界を覆っています。また、環境は不
可逆的に破壊され、弱い立場の人々の生命、人権が無視され奪われています。自由・
民主化のために闘う香港の若者たち、大人の無責任により未来喪失の危機感を持っ
た若者たちが気候正義を求めて立ち上がっています。また、コロナウィルスの感染
が全世界に猛威を振るい、今こそ、一致協力して立ち向かわねばなりません。
　カトリック者の私たちは聖公会と共催で、教皇の呼びかけ、若者たちの声に応え、
環境保全、生命・人権尊重、連帯の社会形成へ今すぐ一歩進むため、以下のように
学習会を企画しました。

学習会①　 第一回　「表現の不自由展から学ぶ」　池住義憲さん  
 （表現の自由を守る市民の会呼びかけ人） 
　　　　5月16日（土）13：30～16：00  
第二回　「日韓の対立から理解へ」　裵明玉さん（弁護士）  
　　　　8月22日（土）13：30～16：00  
第三回　「愛は憎悪に打ち勝つ」　中野晃一さん（上智大学教授）  
　　　　10月17日（土）13：30～16：00  
第四回　「弱い立場の人たちと生きる」　バングラデシュの人々を支える会  
　　　　2021年1月16日（土）13：30～16：00

　　　　　場　所　福信館　名古屋市東区葵2-6-29　カトリック布池教会東
　　　　　主　催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会
　　　　　　　　　Fax 052-935-7195
　　　　　問合せ　（福信館気付）
　　　　　　　　　日本聖公会中部教区社会宣教部（名古屋市昭和区明月町2-28-1）
　　　　　　　　　日本聖公会中部教区センター内
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　近代科学技術の発達はとどまることを知りません。きらびやかな科学の未来が喧
伝されている陰で、際限なき便利さと快適さを求める人々の思慮無き欲望、巨大企
業のお金儲け主義と先端科学者たちの倫理無き研究心（実は富と名声をめざす本音
に支配されつつ）、それらが混然一体となって、生命の根幹たる遺伝子が操作された
り改変されたりしつつあります。巨大製薬企業によって開発された農薬と遺伝子組
み換え植物のセットが、人類の財産だった多様な栽培植物を絶滅させつつあります。
ゲノム編集技術の登場はさらに恐ろしいパンドラの箱を開こうとしています。人の
命を救うという名分のもとに行われている臓器移植の裏で、貧しい人々から金持ち
へと臓器が売り買いされています。出生前診断によって、何らかの遺伝子疾患があ
る胎児の間引きも行われています。まさに、神をも恐れぬ科学技術の暴走です。
　何とかしてこの流れに歯止めがかけられないものでしょうか。私たちの最後のよ
りどころは生命倫理です。全部で4回ほど、この問題について勉強していきたいと思
います。 （大沼淳一）

第1回　「 種の壁を超える病原ウィルス  
　　　～エイズの起源から新型肺炎コロナウィルスまで」

日　時　6月12日（金）10：45～
場　所　福信館　名古屋市東区葵2-6-29（カトリック布池教会東）
主　催　カトリック名古屋教区正義と平和委員会　Fax 052-935-7195



 2 0 2 0 年 5 月 3 日（日曜日） 名古屋教区ニュース （ 4 0 1 号） （ 6 ）

 
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

5
月
の
教
会
暦

２
日
㈯ 
聖
ア
タ
ナ
シ
オ
司
教
教
会
博
士

（
記
）

３
日
㈰ 

復
活
節
第
4
主
日 

 

世
界
召
命
祈
願
の
日

10
日
㈰ 

復
活
節
第
5
主
日

14
日
㈭ 

聖
マ
チ
ア
使
徒
（
祝
）

17
日
㈰ 

復
活
節
第
6
主
日 

 

世
界
広
報
の
日
（
献
金
）

24
日
㈰ 

主
の
昇
天
（
祭
）

26
日
㈫ 

聖
フ
ィ
リ
ポ・ネ
リ
司
祭
（
記
）

31
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
の
主
日
（
祭
）

6
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

７
日
㈰ 

 

三
位
一
体
の
主
日
（
祭
）

14
日
㈰ 

キ
リ
ス
ト
の
聖
体
（
祭
）

19
日
㈮ 

イ
エ
ス
の
み
心
（
祭
）

21
日
㈰ 

年
間
第
12
主
日

24
日
㈬ 

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
誕
生
（
祭
）

28
日
㈰ 

年
間
第
13
主
日 

 

聖
ペ
ト
ロ
使
徒
座
へ
の
献
金

29
日
㈪ 

聖
ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
使
徒（
祭
）

教
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事
予
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日
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と
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例
会

９
日
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宣
司
評
運
営
委
員
会
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殉
教
者

委
定
例
会
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信
徒
協
幹
事
会
／

共
助
連
絡
会

10
日
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城
東
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会
議
／
中
高
生
会
／
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教
会
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／
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会
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会
＊

12
日
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の
会
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／
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／
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北
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池
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＊
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会
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熱
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日
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教
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日
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正
義
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平
和
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会

13
日
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松
浦
司
教
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記
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日
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信
徒

協
・
信
徒
使
徒
職
大
会

14
日
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中
高
生
会
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日
㈪
〜
16
日
㈫　
名
古
屋
教
区
司
祭
研
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会
＊
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日
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の
会
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カ
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ッ
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護
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会
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会
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日
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殉
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委
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会
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絡

会
総
会
／
レ
ジ
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名
古
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リ

ア
黙
想
会

21
日
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愛
岐
Ｂ
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議
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委
員
会
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修
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会
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会
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城
教
会
堅
信
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＊

25
日
㈭ 

司
祭
評
議
会
＊

27
日
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濃
尾
Ｂ
会
議
／
典
礼
委
員
会

28
日
㈰ 

一粒
会
の
集
い（
東
海
地
区
）
＊

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

5
月

14
日
㈭ 

常
任
司
教
委
員
会
／
子
ど
も
女

性
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
デ
ス
ク
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日
㈫ 

日
本
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
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日
㈬ 

南
山
学
園
評
議
員
会

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
5
月
の
炊
き
出
し　

木
７
日
布
池
、

14
日
南
山
・
樹
の
会
、
21
日
聖
霊
・
南
山
・

樹
の
会
、
28
日
城
北
橋　

金
１
日
喜
望

の
会
、
８
日
南
山
、
15
日
Ａ
Ｊ
Ｕ
・
恵
方

町
、
22
日
布
池
、
29
日
江
南

第
3
次
人
事
異
動（
カ
ル
メ
ル
会
）

 

（
３
月
27
日
付
）

金
沢
教
会
、
小
松
教
会

　
主
任
司
祭　
九
里
彰

　
助
任
司
祭　

 

ポ
ン
タ
ッ
キ
ョ　
チ
プ
リ

ア
ノ

　
協
力
司
祭　

 

ザ
ン
ケ
ッ
タ　
ピ
エ
ト
ロ

　
　
　
　
　
　
　
全
員
金
沢
教
会
に
居
住

三
馬
教
会

　
小
教
区
管
理
者　
古
川
利
雅

　
協
力
司
祭　
　
　
大
瀬
高
司

　
　
　
　
　
　
二
人
と
も
名
古
屋
に
居
住

日
比
野
教
会
、
八
熊
教
会

　
主
任
司
祭　
　
古
川
利
雅

　
助
任
司
祭　
　
志
村　
武

 

（
宇
治
修
道
院
よ
り
）

　
協
力
司
祭　
　
大
瀬
高
司

そ
の
他

　

 

七
尾
教
会
・
輪
島
教
会
の
主
任
司
祭

は
引
き
続
き
窄
口
松
雄
神
父
で
す
が
、

２
０
２
０
年
４
月
１
日
付
け
で
、
カ

ル
メ
ル
会
か
ら
教
区
司
祭
へ
１
年
間

の
移
籍
試
行
期
間
に
入
り
ま
す
。
人

事
、
生
活
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ
と

は
教
区
司
祭
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
司
祭
の
転
居
は
４
月
中
に
行
わ

れ
、
５
月
１
日
の
着
任
と
な
る
。
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5月10日（日）14時～（40分程度）
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毎月第3土曜日　14：00～15：30
次回は5月16日（土）
　図書『祈り　その小道を歩く』
　須永和宏　著
どなたでも参加できます。
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　主税町記念聖堂では月に2回、聖体礼拝が行われています。
開始時と終了時にミサが行われます。どうぞご参列ください。
日　時　毎月第2・第4木曜日　木曜日19：00～金曜日19：00
場　所　主税町記念聖堂　名古屋市東区主税町3-33
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
責任者　平田政信神父　携帯電話 090-1623-1170
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郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

618件 30,600,990円
（3月末）目標額 40,000,000円
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日　時　5月16日（土）
　　　　13：30から
会　場　カトリック膳棚教会
　　　　名古屋市瑞穂区膳棚町1-26-2
交　通　地下鉄桜通線「瑞穂運動場西」
　　　　駅下車徒歩3分
△予定していた講演会は中止となりました。
問合せ　樹の会事務局
　　　　☎　090-5107-0644　平尾
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注）新型コロナウイルス感染拡大のため開催の有無は事前にオルガンの秋HP
で確認願います。または二宮音楽事務所まで問合せ下さい。

日　時　5月17日（日）15：00開場　15：30開演
　　　　プログラム「すべての種蒔く人々へ」
　　　　　　　　　J.S バッハ・平和と喜びのうちに私は往くBWV125　他
日　時　6月7日（日）15：00開場　15：30開演
　　　　プログラム「三位一体の神への賛美」
　　　　　　　　　M. ヴェッマン・おお幸いなる光よ、三位一体の神　他
出演者　Org 吉田文、Th. マイヤー＝フィービッヒ
会　場　カトリック五反城教会　名古屋市中村区二瀬町27
交　通　地下鉄東山線「岩塚」駅下車2番出口徒歩5分
連　絡　 入場無料ですが、コンサート運営のために任意のご寄金をお願いい

たします。
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Toccata! Toccata! Toccata!～花火の様に絢爛に

日　時　6月10日（水）10：00開場　10：30開演
会　場　愛知県芸術劇場コンサートホール
プログラム　 Ch.M. ヴィドール・交響曲第5番より、お客様からのリクエスト曲、

他リクエストを募集中、チラシをご覧ください
出演者　Org 吉田文
入場料　1,000円
以上2件の問合せは二宮音楽事務所
☎052-505-0151　HP　http://organaki.exblog.jp/
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日　時　毎月第1土曜日　13：00～
場　所　カトリック押切教会　名古屋市西区名西1
司　祭　島袋幹男神父、他
スケジュール
　13：00～　聖体賛美式・告解・ロザリオの祈り
　14：00～　ミサ
　15：00～　聖母マリアの汚れなきみ心への奉献の祈り
　15：30～　お茶タイム
主　催　ロザリオの集いの会
問合せ　高木光男　☎090-5451-4775
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　日本政府から緊急事態宣言が発
令されました。名古屋教区本部事
務局では、感染予防のため明日4月
10日から緊急事態宣言発令期間中
は教区本部の事務取扱を下記時間
と致します。皆様にはご不便をお
かけしますが、ご理解頂きますよ
うお願いします。
事務取扱10：00～16：00
 カトリック名古屋教区本部
 事務局　事務局長平田政信
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　政府から緊急事態宣言が発令さ
れた。この状況に鑑み、6月21日（日）
金沢教会と6月27日（土）主税町記念
聖堂でのキリシタン史勉強会を中
止いたします。事態のいち早い終
息を願いつつ、マリア様のご保護
が皆様の上にありますようにお祈
りいたします。
 カトリック名古屋教区　
 殉教者顕彰委員会　　　
 委員長　浅井太郎
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　例年5月に開催しています「聖
霊病院春の聖書展」は、新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴い、
今年は開催を中止といたします。

社会福祉法人聖霊会カトリック
社会事業室
名古屋市昭和区川名山町56
☎052-832-1181 Sr. 村木


